
病院図書室のあゆみとその動向

Ｉ はじ めに

近年のコンピューターの加速度的発達は機

器の小型化と低廉化をもたらし、「情報化社

会」という言葉が、単に情報量が多いという

事だけでなく、コンピューターによる情報管

理という意味でも非常に身近なものとして感

じられるようになった。ここ数年間は各組織

・企業等 でもＯＡイヒが進んでいるようで、私

か勤務する病院でも様々な部署で機器が設置

され、情報管理という面からみれば、バラ色

の観さえ受ける。然し乍ら病院図書室はどう

であろうか。情報化社会のもう一つの側面で

ある情報量の増大という視点から観る時、施

設・資料・人のどれ一つをとってみても、と

ても増大化に対応できる態勢だとは言い難い。

社会の情報化が進むにつれ、むしろその機能

は低下しつつあると思われる程である。

一体このような病院図書室の貧困さはどこ

に由来するのか、図書室は病院内でどのよう

に位置付けされ、歩んできたのだろうか。そ

してどう歩もうとするのだろう。病院図書室

に勤務してやっと一年半、放置された儒の埃

だらけの図書を前にした時からの疑問は、情

報と利用者を結びつける最終目標をどう具体

化し展開していくか考えていぐ上でも、押え

ておく必要がある。そこで病院図書室の歩み

を辿り、当院の図書室をみることにする。

ｎ

方 法に ついて

文献から
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病院図書室は、図書館・情報学分野と病院

医学、そしてそれら全体を包括する社会とい

う四つの面から規定されるので、その歩みの

全体像を把握するには、各々の観点から考察

しなければならないが、文献も殆ど無く、私

の手に余りすぎるので、ここでは歴史そのも

のは扱わず、これまでの病院図書室に関する

文献・テーマを拾い出し、分析することによ

り、病院図書室のあゆみを概観することにし

た。

文献収集の選択方針

１． 主題について

病院図書室は医学図書館と患者図書館の二

つの流れがあるが、ここでは医学図書館とし

ての病院図書室を扱う。但し、患者図書館に

ついての文献で、著者が医学図書館としての

病院図書室に勤務している場合、又、その文

献の収載誌が医学関係のものについては収集

した。

尚、国立がんセンター図書室に関する文献

は、センターが研究所的色彩が強く、一般病

院のおかれている状況とかけ離れているので

省いた。

２． 期間について

病院図書室に関する法規は１９４８年施行の医

療法によるので、二次資料でも辿れる１９５０年

～１９８４年までの３５年間とした。
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３． 収集資料の種類と形式

［ 種 類 ］ 図書・雑誌・抄録集

［ 形 式 ］ 論文・記事・学会発表

尚、近畿病院図書室協議会（以下、近図協

と略す）発行の会報・病院図書室研究会（以

下、病図研と略す）発行の「ほすぴたる らい

ぶらりあん」は、今回省いた。但し、近図協

発行の「病院図書室」はＩＳＳＮ 番号もとって

いるので収集した。

以上の選択方針により、主に医学中央雑誌

を中心に遡及検索した。１９８３年刊の「図書館

情報学研究文献要覧１９７０～１９８１（２０世紀文献

要覧大系１２）」にも目を゚通してみたが、殆ど

収録されておらず、むしろ医学中央雑誌によ

り多く載っていたので、他の資料も補いなが

ら文献を拾った。従って、医学中央雑誌に収

載されていないものもある。

Ⅲ 結果と考察

先ず、どのように病院図書室が広く認識さ

れてきたか、その変化を把握するため、文献

数と文献の形式別・著者（発表者）別に５年

毎に集計してみた。（グラフ参照）次に何か

問題となってきたか、文献テーマ別の集計も

した。（表参照）

これらは、推移がよくわかるように、時代

的考慮もなしに単純に５年毎に文献数をまと

めたが、１９７０年代前半から漸く病院図書室に

動きが見られ始めたことがわかる。更に１９７０

年代後半から最近の５～６年間はその活動が

めざましい。このことは、図書館界の動きを

報告する「図書館年鑑」の 館゙種別にみた 図

書館概況”欄に、１９８２年版から病院図書館の

紙面が設けられた事からも、病院図書室が図

書館活動を行う主体として図書館界にも認め

られ始めたことがうかがえる。

次に文献の形式であるが、論文だけに限る

と、数が限られ論文が出てくるまでの背後の

ー

動きが掴みにくいため、学会発表も含めてみ

た。論文の形にならなくても４口頭での情報

伝達もある状況を生み出していく過程では重

要だと思うからである。グラフを見ると１９７０

年代後半に学会発表形式のものが全文献数の

約半数を占めるようになり、それまでとは正

反対となった。

又、著者に就いても戦後から１９７０年代初め

までは、病院図書室関係者によるものは殆ど

なく、医師とか医学図書館関係者によるもの

が殆どであった。又、文献数に対する著者（発

表者）の数は、学会発表が多くなった１９７０年

代後半と同じく、それまでは１文献１著者が

多かったのに、１９７０年後半からは１文献につ

き平均 １．９名の共著者（発表者）かおり、研

究し情報を創り出していることがわかり、病

院図書室活動を支えている人たちの活発さが

みられる。

次に文献のテーマに就いてみると、勿論全

体としては圧倒的に図書室そのもの、全般に

関わる事が多く、日常の業務に就いての個々

の業務だけに関するものはそう多くない。只。

その中でも相互協力・貸借、 Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ

Ｗｏｒｋ 、患者サービス等は他のテーマに比較

すると割合が高く、病院図書室での関心の高

さが窺われる。

以上、グラフ・表より概観を握んだが、今

度は観点別にこだわらず流れを辿ってみる。

戦後初期、各組織体では様々にその復興が

模索されたが、医療界でもその法的整備が図

られ、病院は科学的な診療を提供する組織体

としてあるよう、「総合病院は図書室を有す

ること」との医療法２２条の規定を受け、一応

総合病院は図書室を持つことになった。しか

し、この頃は病院の診療態勢そのものに目が

向けられ、病院図書室に関する文献は全く無

く、漸く１９５０年「病院」誌上に村田 弘氏の

“病院図書館試論”が掲載される。これは医

学図書館としての病院図書室ではなく、患者
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（表１） 年度別文献，著者数（グラフ）

１９５０－５４５５－５９６０－６４ ６５－６９ ７０－７４ ７５－７９ ８０－８４

‥ 年度

テ ー マ 別 文 献 数

Ｏ一一 文献総数

口……論文．記事

か一 学会発表，

ｘ～一一著者総数
← 病院図書室関係者

●一一その他 ・．

犬 こ図書室・全般 収集・受入 分類・目録 閲覧・貸出
相 互 貸 借
ネットワーク

レファレンス
ワ ー ク 機 械

化
機械検索

１９５０～５４

１９５５～５９ １

１９６０～６４ ５

１９６５～６９ ９ １

１９７０～７４ ４ １ １ ３ ３

１９７５～７９ ２０ ３ １ ２ ７ ６ １

１９８０～８４ ４１ ７ ４ ５ １５ ７ ７

計 ８０ １０ ７ ８ ２５ １３ １１

卜 二利 用 者 患者サービス そ の 他
１９５０～５４ １

１９５５～５９

１９６０～６４ １

１９６５～６９ １ ２

１９７０－７４ ４ ４

１９７５～７９ １ ６ ２

１９８０～８４ ３ ８ ６

計 ４ ２１ １４

のための病院図書室について言及したもので、

医学図書館としての病院図書室に関するもの

は√１９５７年「医学図書館」に掲載ざれた「病

院 書室発達のために」が最初であった。そ

こでは、ＪＭＬＡを中心とした医学図書館サ

ービスの発達に較べて病院図書室の整備が遅

れているので、その発達のために人と雑誌のダ

配置・公開性・医学情報の中央化が提言され

た。各医局単位で保管していたカルテや図書

・雑誌を「総合の実を挙げ妙を発輝するため」１）

中央に集めて管理すべきだというのがその論

旨であった。図書館活動をその保管的機能の
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みに限定しても、人もいず、雑誌も各科別々

に置いてあるという非常に貧しい図書室像が

浮ぶ。

この頃、ＪＭＬＡ では既に相互貸借が問題

になっているのだから、福田氏のこの提言も

やむにやまれぬ感があったのだろう。１９６０年

代に入っては、「病院」誌上で患者図書館が

とりあげられ、看護関係の雑誌では図書室の

運営に就いての論文もみられた。そして１９６３

年に漸く「病院」誌で医学図書館としての病

院図書室がテーマとされた。１９６２年第４１回日

本病院協会診療管理部会のテーマとして開催

されたシンポジウムで、各病院図書室の現状

が管理者により報告されたものである。司会

者がそこで述べているように、「必ずしも立

派に整備されているということはない」病院

の図書をＰＲする必要があったといえよう。

いみじくも司会者が、図書室の整備ではなく。

「図書の整備」と発言している点は、病院図

書室の認識がまだまだ資料の側面からしか促

えられていなかったことを示すものではなか

ろうか。勿論、司書の立場からはＲｅｆｅｒｅｎｃｅ

Ｗｏｒｋ は図書室の当然のサービスとして、ど

う図書室活動にとりいれていくか模索されて

いたことが、１９６４年「医学図書館」誌上に載

った朴木氏の論文３）からわかるが、近図協刊

の雑誌総合目録和文編より調べた当時の「医

学図書館」所蔵病院数 一現在６０機関中の３館

のみ所蔵－から推察すると、病院図書室関係

者の目には一般的にはあまりふれなかったの

ではないかと思われる。

さて、１９６５年にはＪＭＬＡ が大阪地区の医

学関係図書室の実態を調査する。その結果、

専任職員がいる病院は全体の１９％で僅かなこ

と、また専任職員が配置されている所ではカ

レント雑誌も揃っていることがわかり、専任

職員の有無が、図書館が機関内で組織的に主

体性を有するかどうかに関ってくる４）と述べ

る。１９６３年のシンポジウムの認識と図書館界

の認識とは多いに異る。またこの年、国立京

都病院の森氏も全国の総合病院に対し、病院

図書室の実態調査をした。全国的調査はこれ

が初めてであった。森氏はこの調査を通して

図書室の基準を求めようと試みた。また文中。

「図書予算中に看護関係も含まれるか」とい

う見出しがみられるが、この頃の病院図書室

は医師のみを対象としたものが大方であった

ようである。職種別利用頻度をみても殆んど

が医師で、他は５～１０％の利用率だそうで、

今日の状況からみると雲泥の差である。ちな

みに当院１年間の利用内訳は、医師３２．７％

看護婦３３．８％、検査部２４．６％、その他８．９

％である。

次に１９６９年「病院」は、「病院と図書館」

を特集し、座談会「病院図書室の中央化」で

はその貧しさが嘆かれながらも、図書室の利

用対象者を看護婦にも事務職員にも拡げてい

くことを提言した。また５～６年前のシンポ

ジウムとは異り、単に貸し出しだけでなく、

文献探し－Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｗｏｒｋの一つ ーこそ

が図書室の本来的な仕事であると述べた。そ

してここでも資料の有効利用ということから

図書室の中央化が言われているが、病院内に

とどまらず、同一組織傘下の病院間でもそれ

を行なっている報告がなされているのは今ま

でみられなかった事である。またこの号では、

病院図書室の具体的な運営法にもページがさ

かれ、司書の立場からは、図書室が利用面か

ら捉えられ、閲覧・貸出し・Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ・複

写等に重点が移ってきていることが指摘され

た。次に１９６０年代末から１９７０年にかけては一

部の病院で文献検索の機械化も試みられ、情

報管理という言葉も使用されだした。「医学

図書館」では１９６５年に「ＩＲと機械化」をテ

ーマに特集が組まれている。ところで１９７０～

１９７４年間において相互貸借の文献がみられる

が、これは一足早く病院間のネットワークを

築いた国立医学情報センターの相互貸借によ

る文献複写に関する報告があったからで、病

院種を問わない、本格的な相互貸借に関する

― ２９－



一文献が増加するのは、１９７５年以降である。さ

て。それに先立ち、１９７４年 京都・大阪を中心

とした近畿地区で「会員相互の緊密な連絡と

協力により病院図書室の充実、および医療情

報活動に貢献することを目的」として近図協

が結成され、且つ翌１９７５年には関東を中心に

して個人加盟による病院図書室の集まりとし

て病図協が結成された。この両組織化の背景

として後藤氏は、医学の急速な進歩による医

療の高度化と情報量の増大、パラメディカル

スタッフの新たな情報ニーズ、病院図書室の

ＪＭＬＡ への参加不可による病院図書室同志

の連携強化の必要性を挙げている。８） これ

ら二組織の結成により病院図書室の活動は、

個々の図書室はともかく、図書館界という面

からは画期的な転機を迎えることとなった。

１９７５年「医学図書館」は、「病院図書室」を

特集し、ＪＭＬＡ から病院図書室への関心が

うかがえる。この特集で本田氏は、最終的に

は医療情報の全国的ネットワーク化か達成さ

れねば、医療関係者が必要とする情報を司書

が入手、提供できないであろうと指摘しなが

らも、結成された病院図書室の両組織を評価

した。９）

また、川原氏 も近病図協結成後一年間の活

動情況と相互 協力体制の現状と展望とに言及

して、矢張り全国的ネットワークの必要性を

訴え、それまでの間地域を基にしたネットワ

ーク化をめざして大学の協力を求めた。そし

てここで も指摘されたのは、専任職員が図書

室に配置されず、担当者の配置転換も簡単に

なされるということだ った。このような状況

は、同氏の言われるように病院が図書室を単

なる書庫としてしかみていない１０）ことを如

実に示している。この問題は、これ以降の病

院図書室に関する多くの論文・記事でも問題

になり、同特集号に載った「東京・神奈川に

おける病院図書室の実態調査」においても実

証された。即ち職員１名の場合は受入整理業

務が約全体の印％を占め、２名の場合は 、そ

の上にレファレンスを 加えて全体の６０％と

なり、職員の複数をまって初めて管理的業務

からサービス業務へと移行することが業務分

析により実証されたのである。ｎ）これはい

くら資料が増えても職員が増えない限り、図

書室の機能は管理的業務に制限されてしまう

ことを示すものである。

さて、このように個々の図書室においては

問題を抱えた儒だが、１９７４年を境に病院図書

室が活発化し始めた。以降の文献数をみても、

それを支える著者（発表者）をみても、それ

以前とは相異が劃然としている。図書室全般

に関する文献も一挙に５倍となり、相互貸借

に関する文献も増加し、今までレファレンス

に関した論文が全く無かったのに発表され始

めた。一方、患者図書館に就いてもあまり病

院関係誌上でとりあげられなかったが、１９７８

年前後から再び問題にされだし、医学図書館

界にも関心がみられだした。そして１９８０年代

に入ると、文献数はそれ以前の５年間に較べ

２倍近く多くなる。著者の総数も同様の傾向

を見せる。また、病院図書室員以外の著者が

文献に占める割合が再び増えるが、これは医

学情報のネットワーク化か問題になってきた

ためで、病院図書室の存在をも含めてネット

ワーク論が問題化されだしたことにより、医

学図書館関係者や医師の側からの発言が増え

たためである。

１９８３年からは ＪＭＬＡに加盟していなくて

も、近図協、病図研を通して医学図書館員研

究集会に参加可能となり、参加者は論文を提

出するので、事例報告のみでなく病院図書室

の個々の業務に関する論文も徐々に増えてい

る。近図協の統計によると、この１０年間で加

盟機関も２倍近く増え、病図研では３０名の会

員が１００名近くなり、両組織傘下の図書室が

増えた。それだけ、少しず７＝）ではあるが病院

間のネットワーク化と担当者の資質向上が図

られているだろうと推測できる。それは文献

内容にも反映され、業務を分析したもの、参
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考業務に関するものなど多岐にわたってきて

いる。

ところで、１９８０年代に入っての顕著な特徴

は、これまであまり文献のなかった機械検索、

業務の機械化に就いてのものが増えたことで

ある。しかし、Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｗｏｒｋ の件で人

員が問題となったように、機械検索サービス

導入に就いても担当者のことが問題となる。１２）

即ち病院は機器の導入には関心をもっても、

担当者の教育・研修には注意を払わないこと

が多い。近年、足立氏よりＣＭＬ サービスが

これからの病院図書室の新しいサービスとし

て紹介されたが、これなど、より専任職員の

有無・資質にかかわってくるもので、サービ

スの領域が拡がるほど人員の問題が大きく図

書室活動に影響し、充分な図書室とそうでな

い図書室との格差が拡大されていくのではな

いかと思う。

ｗ 当院図書室について

以上、紙面の関係上駆け足であったが、こ

の３５年間の文献から病院図書室の歩みを辿っ

てみた。１９７５年前後を境に、病院図書室は静

から動へと移りだしたといえよう。

ところで、当 院図書室はその間どうであっ

たろう

１９６２年に財団法人兵庫県がんセンターとし

て出発と同時に図書室は独立したスペースこ

そは無かったが、職員が配属され、講習も受

けて司書となり、図書室業務が一応の体裁を

整えて運営された。１３）しかし、１９７１年兵庫

県立がんセンターへと移管するのに伴い、司

書は配置替えさせられ、病歴担当者が兼任す

ることになる。図書の保管場所も担当職員の

場所とは離れ、１９８４年成人病センターへと再

出発するのに伴い、整理にかかるまでに紛失

した図書は約２．３００冊中３００冊にものばった。

ま た、担当者が兼任のため図書室の仕事は

後回しになり、目録も不完全になり登録簿も

信用できない内容となった。病院の外では、

相互貸借・機械検索とＲｅｆｅｒｅｎｃｅ の拡がり

もみせているのに、当室は１９６５年当時よりも

後退してしまって、Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｗｏｒｋ 以前

の最悪の状態であった。

Ｖ お わ り に

１９５０年からこの３５年間の病院図書室の歩み

で問題にされ続けてきたことは、資料・施設

もさることながら、深刻なのは人員 の件であ

った。数においても、また専門的知識の有無

においても、種々なサービスの可能性が拡が

るにつれ、この問題は図書室の機能を左右す

るだろう。人員の確保と担当職員の資質向上

に病院が関心を払わない限り、病院図書室の

貧困さは解消できないのではないか。医療法

２２条の内容改善が望まれる。

しかし手をこまねいているわけにはいかな

い。様々な機会を利用して自己研錯に努め、

業務の合理化を図って時間を生みだし、利用

者サービスを提供することにより掘り起され

た利用者の要求が、また、図書室への要求と

なり病院の設置主体をも変えていくことにな

りはしないだろうか。

多難な仕事ではあるが、病院図書室員とし

ての喜びも多く与えられるのであるから、頑

張りたいものである。
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